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 あっという間に、SIPF の最終日となりまし
た。みなさん、楽しんでいただけたでしょう
か。そして、このデイリージャーナルも、
DAY7 が紙版としては最後の発行となります。
（まぼろしの DAY8 は、後日ウェブに掲載し
ます。）フェスティバルを訪れた多くのみな
さんにデイリージャーナルを手に取っていた
だき、ありがとうございました。おかげさま
で、最終日を待たずに紙版の配布が終了して
しまった号もありますが、すべての号は SIPF
の公式ホームページからダウンロードできま
すのでご安心ください。では、DAY7 のライ
ンナップの紹介です。『朝ごはんトーク』では、
影絵で観客を魅了したタングラム・コレクテ
ィブのみなさんとドリュー・コルビーさんを
お招きし、影絵を始めた経緯や作品に込めた
思いなどをうかがいました。お昼からは、劇
場を飛び出し、ボーナス・トラック横のピア
ッツァでは、マティヤ・ソルツェさんの『オ
ブジェクトのコメディア・デラルテ』が上演
されました。親子限定公演ということもあり、
前方の桟敷席に座る子どもたちの笑い声が作
品を一層盛り上げていました。その後、同会
場で『タングラム・コレクティブによるオブ
ジェクト影絵ワークショップ』が開かれ、上
演でも使用された早替わりする影絵オブジェ
クトを制作しました。発表会では、子どもた
ちが手作りしたオブジェクトの影が瞬時に別
の形へと変わるたびに、歓声が上がっていま
した。また、ボーナス・トラックでは『BONUS 
TRACK 冬市 × 下北沢国際人形劇祭』と銘打っ
たマーケットが、GALLERY 2 では『第一回

下北沢国際人形劇祭アーカイブ展』が開催さ
れています。（2 月 23 日 17 時まで）スズナ
リの本公演は、カンパニー・バケリットによ
るオブジェクトシアターの二本立てでした。
それぞれが意思を持っているかのように動く
オブジェクトたちに、劇場は驚きと爆笑に包
まれました。それでは、紙版としては最終号
となるデイリージャーナルをどうぞお楽しみ
ください。
三井武人（デイリージャーナル編集代表）

　カンパニー・バケリットの二編の作品は
それぞれ別の強大な力を思わせ、観客はそれ
に恐怖するふりをする。世界を大きく変える
ほどの脅威なんて本当にあるのだろうか。
　会場をうろついていた怪しい男が階段を一
段ずつ降りて舞台の上にやってくる。机に置
かれた鞄の身体認証を解き、彼は大きく口を
開けて、中に現れた牧場に襲い掛かる。彼に
は目的があるのか、それは彼の意志なのか、
そもそも鞄は彼のものなのか。次第に鞄の世
界は火星人対地球人の戦争へと発展してい
く。ゼリーの火星人が放った弾薬の大爆発が
街を破壊し、会場には爆竹のにおいが微かに
漂う。『インベーダー』で観客はミクロとマ
クロの世界を行き来し、男の自作自演のホラ
ーに笑い声があがる。しかし、鞄に詰まって
いる仕掛けを操作できるのが、この目的のわ
からない男しかいないという状況は、彼が何
かこちらにも仕掛けてくるのではという恐怖
を観客に抱かせる。私はこれに似た恐怖を
2022 年以来、画面のなかに悲惨な戦争の現

実をみてきた世の中にも感じる。確かに脅威
はあり、それを警戒するが、その脅威に何が
できるんだろう。地球人は戦いの末、侵略さ
れてしまうが、男は最後に私はただ平和を望
んでいますと言って暗転する。そして銃から
泡の光線を観客に向かって放つ。我々が恐れ
ていたのはこの泡のことだった。
　全自動おそうじロボットがコース料理の給
仕をする『危険な関係』で描かれる世界は、
すごくファンタジーでありながら、どこか日
常の光景にも思える。信頼できない給仕たち
の仕事をあくまで尊重し、客としてできる最
低限の積極性で自らの食事を失敗させていく
男をみていると、レストランで通れないニャ
ンと鳴くロボットに道をあけ、役所のチャッ
トボットと慎重に言葉を選びながらやりとり
する自分の姿が浮かんでくる。それでいて、
いつか全自動的な存在に仕事を奪われてしま
うのではないかと恐れていたりする。このレ
ストランではすでに人間の仕事がロボットに
奪われてしまったようだが、本当にこれは私
たちが恐れる未来なのだろうか。とてもそう
は思えない。むしろなぜそこまでして、私た
ちはお金とサービスを交換するシステムを手
放すことができないのだろうかと疑問に思
う。その規範に従い続ける未来の方が恐ろし
いのかもしれない。
　バケリットのユーモアは、脅威が人々を扇
動することはできても、実際に世界を変えて
しまうのは人間に他ならないと思い出させて
くれた。
こまいみみ（デイリージャーナル編集部）
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